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心法にて精製した。細胞株種は、HT-29 、HEK-293T (それぞれ EpCAM陽、陰性)を選択した。エクソソーム
の解析は、ナノ粒子追跡解析法、およびウエスタンブロッティングによりおこなった。 
３）EpiVeta シリカビーズとエクソソームの相互作用評価 






に Ep114 ペプチドが提示されている事を確認する事ができた。また、ビーズ表面と精製 EpCAM分子の実験
でも、同様の結果が得られた。以上より、EpCAM 分子に結合能を有するビーズの作製に成功したと言える。 
２）評価用エクソソームの準備 
エクソソームは、HT-29 では分画５、６(密度 1.10～1.13g/ml)、HEK293T では分画４、５(密度 1.10〜
1.18g/ml)へと濃縮された。これらの分画(順に 5, 6)における粒子の直径最頻値は、HT-29 では(158, 150nm)、
HEK-293Tでは(145, 124nm)となった。タンパク発現については、HT-29では、EpCAM,CD63, Alix, CD9, CD44, 













報 告 番 号 甲 第１３１８号 氏  名 吉田 光孝 
最終試験担当者 
 主 査            片倉   朗    教 授 
 副 査            矢島 安朝    教 授 
        村松  敬    教 授 
                吉成 正雄    教 授 
                橋本 貞充    教 授 
最終試験施行日 平成２７年 ２月 ４日 
試 験 科 目 口腔インプラント学 
試 験 方 法 口頭試問 
試 験 問 題 主題ならびに関連問題 
 
 結果の要旨       
 













本審査委員会は，平成 27 年 2 月 4 日に行われ，まず吉田光孝大学院生から論文内容の説明がなされた。
その後，各審査委員より次のような質問がなされた。すなわち，１）ペプチドをコート材として利用する
理由について，２）臨床応用を想定した際の，EpiVeta の使用方法について，３）この技術の，がん分野
以外への応用の可能性について，である．これらの質問に対する回答として，１）汎用性があがり，実用
的となる，２）EpiVeta を担体や流路にコートすることで，親和性分離装置としての機能が期待できる，
３）EpCAM 以外の分子に対して，親和性を有する人工ペプチドを取得することで，他の疾患をターゲッ
トとすることが可能となる，と概ね妥当な回答が得られた。その他，英文の表現，論文の構成，用語の統
一など多くの修正すべき点が指摘され，訂正が行われた。その結果，本研究で得られた結果は，今後の歯
学の進歩，発展に寄与するところ大であり，学位授与に値するものと判定した。 
 
